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メンバー

天候　晴れ

‘98/04/11-12
加藤一雄　50才　（Ｌ）　
大塚賢一　43才　（ＳＬ）
轟　祐彦　34才
木倉　博　35才
田中　彰　24才



2

　　　　　　　　　　　      御嶽山山スキーツアー入山届け
日　　時 ---'98/4/11-12

コ ー ス --- 御嶽ロープウェイ終点～剣が峰の往復

内　　容 --- 下の駐車場付近でテント泊

　　　　　　テントはモンベルｬ （7人用）の私のを持参します。

　　　　　　当然雪上キャンプとなるためにシュラフは -5度～ -20度ぐらいがよい。

装　　備 --- 山スキー道具一式（板・ツアーブーツ・シール・クトー・ストック・ワックス・

               板引き紐・スパッツ・手袋）・サングラス・高度計・コンパス・笛・1/25000の地図・

武器（+-ドライバー・プライヤー・ステン針金・ソーイングセット・ビンディング

               に合うボルト＆ナット）・細引き

　　　　  ●服装

　　　　　　☆行動着

　　　　　　　ゼロポイントアンダーシャツ＆タイツ＆パンツ・ニッカズボン・ウールチェッ

                     クシャツ・フリースベスト・ロング靴下

          ☆予備

     ゼロポイントアンダーシャツ＆タイツ＆パンツ・靴下・フリース長袖上下・

                     足袋（テント内）・ゴアテックスオーバーパンツ＆ウエァー・フリースマスク・

                     手袋厚手　　

持 参 品 --- ワンタッチアイゼン・ピッケル・カメラ・細引き・ゴアテックスシュラフカバー・

              エアマット・テントマット・ゴミ袋 (大、中、小）・トレペひと巻き・水2Ｌ・テル

              モス300ｍＬ・ウイスキー300ｍＬ（特上）・タオル小・軍手・ビール500ｍＬ・酒

              の肴・ヘッドランプ・ザックカバー・筆記用具・非常食・シェラカップ・スプーン＆

              フォーク・ファーストエイドキット

共同装備 ---カメラ・ビデオ・テントマット・ラジオ・雪袋・テント・コッフェル・バーナー・

               ガ ス

食　　料 ---2回分の行動食（パン・チョコetc)・ラーメン1ヶ・ジフィーズ3ヶ

　待ちに待ったこの日がやっと来た。

この御嶽山は加藤リーダーも初めてなので全員が初入山なので山自体がどういった地形をして

いるのか分からないので、入念に地図の確認をしてコンパス、高度計を合わせる。

天気が土曜日が快晴で日曜日が午後から下り坂のため一日のうちに頂上のピークの剣が峰3067

ｍを踏んで高低差1500ｍ、5-6ｋｍを大滑降するといった計画である。

　加藤宅をAM2:00に集合して、一路中央道の中津川を目指して私のハイエースを飛ばす。ツ

アーが5人ともなると、ましてや山スキーでキャンプなので相当の荷物なので乗用車では荷物

を乗せるのは不可能なのである。中津川から19号線を北に元橋で木曽川を渡り御嶽スキー場

1550ｍに着いたのがAM8:00である。ここはＧＷまでスキー場が営業しているので朝から大変

な人で賑わっている。ざっと500-600人はいるだろう。

　ここから見る御嶽山は実に立派で素晴らしい眺めである。また東の方に乗鞍岳が真っ白い頭
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びえ立って、「おはよう、早

く登ってこい！」と言葉を

かけてくれているように今

我々のパーティはここ御

嶽山と同化した気分でル

ンルンである。

左前方に金剛堂の避難小

屋が見えてきた。この御嶽

山は信仰の山でところど

ころに避難小屋がありそ

のすべてに数体の地蔵さ

んが祭ってある。

2450 ｍ、ついに御嶽山の

ティンバーラインである。ダケカンバの木で

あろうか？、厳しい自然にうち負かされて枯

れているかのようであったがなんと近くで見

ると枝から新芽が芽吹いて息づいているでは

ないか、「すごい！」の一言である。

北方面に乗鞍岳そしてその後ろに北アルプス

連峰の真っ白い山々が連なっているのが高度

をかせぐに連れて大きくはっきりを見えだし

てきた。東方面には中央アルプス連峰である。

素晴らしい景色である、こう言ったご褒美が

あるから山はやめられない。

2510ｍ、非常に大きなカールをシールで一歩

一歩確実に踏み出して行くが、酸素も薄く

なって呼吸が苦しく、脈も高鳴っている。

2540ｍ、小休止。一度スキーを足から外せば

腰まで潜ってしまうので、スキーの行動力は

たいしたものだとつくづく感心する。雪の下

からハエマツが今か今かと新鮮な酸素を吸い

たいと言いたげである。我々のパーティの以

外に数パーティが登ってきている、登山者・ス

キーヤー・ボーダーと色々である。

22222650ｍ、10度、装備変更、クトー装着。酸素

が薄くなって、「はぁはぁ、ぜぃぜぃ」の息が

だんだん激しくなってくる。雪がフィルムク

ラスト状態なのでクトーがよく効いている。

上を見ればもうそこに覚明堂の避難小屋が見

を出している。早速ロープウェイの片道券

1400円を 5枚買う。ちなみにロープウェイは

7：45に運行しているのがありがたい。栂池の

8：30とは大違いである、この差の45分間と

いった時間は金にもあたいするほどの価値が

ある時間である。

2160ｍ、8：36、12度、ロープウェイ終点。こ

のロープウェイはまるでゴンドラと一緒で 6

人乗りであった。いきなりの2160ｍといった

高度をかせいでしまう。ここからシールを付

けてアオモリトドマツの樹林帯に入って行く

のだが、リーダーがザックを下ろしたまま5ｍ

ほど登って「早よ行くでー」、初めての山なの

で気持ちがウキウキしてのいきなりおおぼけ

で全員大爆笑であった。

2310ｍ、10度、小休止。天気は快晴ですごく

暑くアンダーシャツ1枚になる。

氷ノ山のブナ林の大変きれいだがアオモリト

ドマツ林もなんとも言えないぐらい色鮮やか

で雪の白と空のブルーにマッチして目にやさ

しくそして体一杯にフィトンチッドを浴びて

さわやかな風に吹かれてのシール登降は体に

すごく新鮮な感じを与えてくれている。

2340ｍ、9：30、アオモリトドマツのティンバー

ラインである。視界がグーンと開けて雄大な

純白の御嶽山が雲一つ無い青空をバックにそ
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ここから見渡す 360 度は今までのつらさが

吹っ飛んでしまうほどの素晴らしい景色であ

る。乗鞍岳、北アルプス連峰、中央アルプス連

峰、おまけに白山までが一望できてしまう大

パノラマである。みんな思い思いにシャッ

ターを切りビデオを回している。我々のパー

ティは5人であるが、加藤リーダーとアキラが

ツアーの前後でビデオを回してくれていて私

が一眼レフのスライドフィルムで撮影して紀

行文を作り、キクちゃんと轟さんがカメラ撮

りで、帰ってからのみんなの編集が大変であ

るが、あとあとまで残る記録集ができるので

大変楽しみなのである。

14：42、山頂で1時間ほど休憩して下りの地図

の確認をとって、さぁ待ちに待った剣ヶ峰山

頂よりの駐車場までの高低差1500ｍの 5-6ｋ

ｍの大滑降開始である。

しかし、少し下った二ノ池の急斜面でキク

えるのにここからものすごいバーンでシール

登降限界ぎりぎりの急坂である、ひとたび転

べば500 ｍほどを一直線に滑り落ちるであろ

う。「御嶽山よ、我に力を与えて見守ってく

れ！」と心につぶやく。北アルプスの初山ス

キーの立山の一の越しの登りを思い出して一

歩一歩ゆっくり確実にシール、クトーを効か

せて高度を稼いで行くが、雪質が悪くてク

トーに雪団子が付いてしまえば、完全に登れ

ない急坂である。その時は装備変更でアイゼ

ン、ピッケルだ。みんなはリーダーの確実な判

断で装備変更をしてアイゼンを装着してス

トックをピッケルに持ち替えての登降をして

いる。

2845ｍ、11：45、6度。覚明堂の避難小屋到着。

石鳥居があり、真っ黒の2ｍ程のお地蔵さん覚

明霊神が迎えてくれているが立ち寄らずに高

度を稼ぐ。ものすごい急坂である。ここは狭く

て私のスキーテクニックでは歯が立たないで

あろう。もうワンピッチ150ｍほどの開けたと

ころでみんなを待つことにする。

2945ｍ、11：56、小休止。剣ヶ峰3067ｍがも

うそこに見えているがみんなを待つことにす

る。彼らは壺足のために相当遅れて、40分待

ちである。

2950ｍ、右下に二ノ

池が見えているが一

面氷に閉ざされて雪

をかぶり真っ白であ

る。その縁に避難小

屋の屋根が見えてい

る。まるで昨年のＧ

Ｗに縦走した白馬連

峰の白馬大池付近を

見ているかのように

景色が似ている。

3015ｍ、剣ヶ峰にあ

と一歩のところであ

るが、さすがに3000

ｍを越えると 10 ｍ、

20 ｍで足が前に出なくなってしまうほど息、

脈が上がってしまう。こんなことで富士登山

走を完走出来るのか疑問である。

3067ｍ、13：43、2度、剣ヶ峰山頂。大きな石

鳥居、玉垣、地蔵さんが数体、祭られている。
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「むつかしいなぁ」と首

を傾げていた。

このスキー場は600ｍの

高低差があるので滑りご

たえのある斜面であるが

もう足が悲鳴をあげてい

るのでゆっくりの滑降で

ある。途中でアキラとキ

クちゃんは加藤スキース

クールを開校してもらっ

ていた。

しかし、いつもながらキ

クちゃんは「このゲレン

デはこんな悪い雪でなん

でお客が来るもんや」とまたまた自分のテク

ニックを棚に上げてぼやいていた。リーダー

曰く「山スキーヤーはいついかなる場合でも

どんなに悪い雪でも滑りこなす、それが山ス

キーヤーなんや！」、キクちゃんは「・・・・」

　大滑降も堪能し、さぁ今から駐車場近くの

草原で「ホテル御嶽」の設営である。ここはま

た抜群のキャンプサイトで回りには誰もいな

い静かなところである。今滑って来た御嶽山

をバックに雪で冷やしたビールで「御嶽

山にカンパイ」で、実にうまいビール

である。テント内では素晴らしかっ

た今日一日の行動パターンを語り

合って疲れているはずなのにブ

ランデーが体中に行き渡りつい

つい飲み過ぎてしまったようで

ある。無理もないこんなに素晴

らしい体験をしたのだから・・・。

　次の日は小鳥のささやきで目

が覚めて中央アルプス方面から

の御来光を拝んで、非常に贅沢

に近くの鹿ノ瀬温泉で汗を流し

ての帰路となりました。帰宅は14：

30でした。

ちゃんが大滑落をしてしまった、二回ほど回

したところでアイスバーンにエッジをくわれ

50ｍほどものすごい勢いでの滑落である、体

は一回転しおまけになぜか流れ止めが外れて

右の板が湖面まで一直線に無人での直滑降で

最悪の状態である、私は大声で「怪我は無いか

～」、「大丈夫や！」。彼は板が外れているのが

わからない様子なので「壺足で板を取りに

行ってゆっくり上がって来い！」と言うと驚

いていた様子であった。みんなと合流

すると、なんと流れ止めがたぶん

エッジで切れていたらない。

2180ｍ、16：30。5-6回転び回っ

てロープウェイ乗り場に到着。

ゲレンデも終わっていて静か

なものである。しかし、この

登山口の50ｍほどの幅に目が

けてあの樹林帯の中を滑って

こなくてはならないのかと思

うと大変はことである、今日

は登山者の壺足のトレース通

りに滑ってきたが、これが新

雪で消えていたらはたしてドン

ぴしゃりにここへたどり着くのか

と思うと疑問である。リーダーも


